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1．は じめに

西太平洋赤道域で は，北半球の 春季と秋季は ア ジア ・オー
ス

トラ リアモ ン ス ーン の 影響を受 けず
，
また 南北 に偏 位せ ず，東

進する約 40 日周期の MJO に 伴 っ た大規模擾刮が 卓越する と

考え られ る，その 様な 季節 と場所に お ける MJO に 伴 うメ ソ

ス ケール で の 雲降水シ ス テ ム の 内部構造
，発達過程や ， 風

・水
蒸気量 の プ ロ フ ァ イル の 変動 と の 相互 作用 な どは よ く分か っ

て い な い 為 ，近年観測が行わ れ て きた．本研究で は ，西太平洋

赤道域に お い て 観測 され た MJO 雲域内部の 組織化 され た 降

水シ ス テ ム の 構造，発達過程 と発達要因に つ い て 調 べ た．

2．デ ー タの 概要
降水シ ス テ ム の 解析に は 主 に

，
2001 年 11 月 9 日か ら 12 月 9

日の 期間に 138° E
，
2°N の 梅上で 観測が 実施 された 「み らい 亅

に搭載された C バ ン ドドヅ ブラーレーダーデータ を用 い た，
また 同場 所で 3 時 間毎 に取得 され た サ ウン デ ィ ン グデ ータや

海上気象観測データを 用 い た．

3．結果 と考察
観測期間中 12月 39 日に，西進構造を持 っ た活発 な雲域が ，
138 °E を通過 した．レ ーダーで観測されたそ の 内部の 降水域
は 東進 し

， 線状に 組織化 されて い る ケー
ス が 多 く

，
そ の 中で

最も明瞭な 組織化が 見 られた 45 日に 観測 され た 2 つ の 降水

シ ス テ ム に 注 目し た．それ らは
， 下 中層の 相対湿度 80％ 以 上 ，

高度 1．5   で最大約 18　ms
− 1

の 西風成分 ， 4　km 以上で強
い 東風 成分を持つ 比較的大きな鉛直シ ア （図 示せ ず）の あ る

場で発達し た，そ れ らの 降水シ ス テ ム （S1，
S2）の 発達 の 時間

変化を図 1 に示す，S1，S2は ， 下層風の 方向 と一
致し

， 最大風

速 よ り速 く東進 し た．S1 先端部 の 対流雲の 発生周期 は
，S2 よ

り早 い ．S1 は，2230Z 頃 に 2 つ の 強い 降水域 に分離 し （実

線白丸），
そ の 南側降水域は

，別 シス テ ム の 降水域と マ ージ し

て 発達 し た （破線白丸）．S2 は ，　 S1 の 層状性降水域の 中で
，

同 経度 で の S1 先端部通過か ら， 約 7時間後 に 通過 し た．　 S2
の 先端部の 対流雲は ， よ り強く長寿命で あっ た．S2先端部の

西側で は
，複数の 強い 降水域 の 東進が 共に み られ た．

　S1，S2 の 降水域の 水平構造を図 2（上）に 示 す．図 1で 示 し た

Sl，S2先端 の 対流雲域は，対流 パ ン ド Bl（図 2a），B3（図 2b）に

対応す る．S1 の 南北へ の 分離後 ，宙側で は ほ ほ シ ア に 垂直な

方向に 並ぶ
， 面積の 小 さな 30dBZ 以上 の 対流雲域 （対流セ ル

と 呼ぶ ）が 長 さ約 150  の B1 を形成し て い る （図 2a）．　B1
は，さ らに 西北西進する別 シ ス テ ム の 対流 パ ン ド B2 と マ

ー

ジ し ， 発達 して ，東甫東 に移動 し た．一方 S2 で は
，S1後方西

側に 形 成し た 層 状性降水 域 の 中で
，
長 さ約 300  滴 西一棟

に 走向を持つ B3 が 発達し た （図 2b）、　B3 の 発達 に 伴い
，
B3

と垂直 に並 ぶ 対流セ ル 群域 L が シ ス テ ム 後方に 形成さ れ た．
S2 は 次第に そ の 南側で の 降水強化が み られ た．

　S1
，
S2 の 進行方向に 平行な 鉛直構造 を図 2（下）に示 す．　S1

の B1
，
B2 は

， 高度 5  未満 の 浅 い 対流 セ ル で 形成 されるが

（図 2a），
　S2 の B3

，
L を形成す る対流セ ル は 約 6  に達して

お り，
シ ス テ ム が よ り発達 し て い る 事 を意味す る．降水強度

の コ アは、B3 の 高度 2k皿 を除い て 殆 どが 1  付近 に 存在

す る．これ らは
， 活発な 凝結お よび

， 雲粒子の 衝突併合成長

に よ る急速 な雨滴 の 成長
・
落 下 と

， 降水蒸発が 弱 い 事を示唆

す る．

　湿 っ た環境状態に お ける S1，S2の 組織化 し た対流シ ス テ ム

の 発達要 因 に つ い て 考察す る，B1 ，B3 通過後 ，海面付近 の 気

温は 2〜3．5°C 降下 し
， 海上風速 と潜熱 フ ラ ッ ク ス の 増加が観

測 され た事か ら
， 東へ 移動する 降水域の 後方西側 の 弱 い 層状

性降水域 に浅 い 対流が 発達 しやすい 場が 形成されると考えら

れ る．さ らに 150° E 付近 に お い て
， 西風 と東風 の 収束域 で発

生した低気圧性渦度域が 5〜10 °N を西進 し
， 5 目に は サイク

ロ ン へ と発達した事か ら， その 南側で 下層西風 中上層東風 の

強化 ， すな わ ち鉛直シ アが 増加 し ，MJO 内部の 雲降水 シ ス テ

ム が組織化 し た と考え られ る．

4．ま とめ

西太平 洋 赤道域で観測 され た MJO の 雲域 を構成す る 2 つ

の 降水 シ ス テ ム の 内部構造 と 発達過 程を調 べ た．それらは，1−

2  付近 に 降水 コ ア を持つ 背の 低い 降水勸 組 織化して線状

の 対流バ ン ドを形成 し
， 下 層風 速以上 の 速 い 東進構造 を持 っ

て い た ．降水 シろテ ム の 組織化に は
，進行方向後方 （西側）に

層状性降水域が 形成され，さ らに 下層西風が強化 され る事が

重要 で ある と 示唆 された．
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図 1ル ーダ中心 （約 138° E
，
2° N ）か ら南 北 100km 範囲で 平

均した高度2k皿 の レーダ ー
反射強度の 時間

一経度断面図．横
軸は レ

ーダーか らの 東西距離 （  ）｝ 縦軸は
，
2001 年 12 月 4

日 20Z か ら 5日 11Z．黒 破線は ，2 つ の 対流 シ ス テ ム （S1，
S2）

先端の 移動軌跡を
，
黒矢 印は

， 図 2 の 解析時刻
・範囲を示す，
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図 2 ： （a ）2001 年 12 月 5 日 0010Z
，（b）2001 年 12 月 5 日

0420Z の 高度 2  に お け る レーダー一反射強度の 水平 断面 図

（上段） と 実線 （a＞A −A
’

，（b）B −B ’

に 沿 っ た鉛直断面図 （下

段 ）．コ ン タ
ー

は 30dBZ を示 す．
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